
学校だより  光 輝 燦 然 

～ 磨け！自分の色 ～ 

第３０号  令和４年１０月２７日（木）発行 発行責任者 校長 馬場廣明 
校内文化祭、大成功で終了することができました。 
 秋晴れのもと、２２日（土）に本校の文化祭が開催されました。 

コロナ禍の中ではありましたが、３年ぶりに校内合唱コンクールを 

行いました。どの学年・クラスも日頃の練習の成果が発揮され、す 

ばらしい合唱曲を披露してくれました。併せて、今年は３年生の保 

護者の皆様にご参観いただきました。お忙しい中、多数の皆様にお 

出でいただき、より盛大に行うことができました。本当にありがと 

うございました。来年こそはコロナが終息し、全学年の保護者の皆 

様にご参観いただければと祈る気持ちです。また、当日の様子を少  （最優秀賞受賞の３年２組より） 

しでも理解していただければと思い、ほんの一部だけではありますがホームページに掲載させていた

だきました。ご覧いただけたでしょうか。 

☆ 校内文化祭・テーマ     テーマ賞： ●● ●●（３の１） 

☆ 校内文化祭・巨大壁画原画  最優秀賞： ●●●●●（３の２） 

                優 秀 賞： ●●●●●（３の３） 

【校内合唱コンクール・審査結果】 

賞 学年・クラス 

最優秀賞 ３年２組 

優秀賞 ３年１組 ３年３組 ２年３組 ２年４組 １年２組 

優良賞 ２年１組 ２年２組 １年１組 １年３組 ― 

【校内合唱コンクール・個人賞】 

賞 
氏     名 

学年・クラス 

氏     名 

学年・クラス 

氏     名 

学年・クラス 

指揮者賞 
●● ●● 

（１年２組） 

●● ●● 

（２年４組） 

●●●●● 

（３年１組） 

伴奏者賞 
●● ●● 

（１年３組） 

●●●●● 

（２年３組） 

●●●●● 

（３年３組） 

※ 文化祭終了後に受付担当の先生に「受付時に何か問題はなかったですか。」と尋ねたところ、「保護 

者の皆様にご理解いただき、スムーズに入場できました。」とのお話でした。３年生の保護者の皆様 

のご理解とご協力に心より感謝いたします。ありがとうございました。 

映像とダンスの有志発表、とても感動しました！！ 
 驚きの一言です。中学生があんなことができるのかとビックリしました。おそらく映像の編集と踊

りにはかなりの時間を要したことと思います。生徒たちの発想力と企画力、そして、若者のパワーを実

感できました。中学生の力は無限であり、いろいろな可能性を秘めていることを再確認できました。各

学年、生徒一人ひとりの成長を感じた文化祭でした。とても感動しました。私も若返った気分です。 



実行委員・生徒会役員の皆さん、ありがとうございました。 
 今回の文化祭の大成功は、何と言っても●●●●実行委員長（３の３）、●●●●実行副委員長（３の

１）を中心とする各クラスの実行委員の皆さん、そして、新旧の生徒会役員の皆さんのお陰です。今ま

での取り組みに感謝いたします。本当にお疲れさまでした。 

校内レクリェーション大会、結果発表！ 
 各学年、総合優勝（ドッジボール・綱引き・玉入れ・選抜リレー）は以下のとおりです。クラスの団

結力を高められ、たいへんに盛り上がりました。 

   総合優勝； ３年３組、２年２組、１年１組 

●●●●くん、最高賞の文部科学大臣賞に輝く！！ 
 １０月２５日（火）の各社の新聞に掲載されていました。●●●●くん（３の３）が「第６２回国際

理解・国際協力のための全国中学生作文コンクール」で県代表として推薦され、見事に最高賞・特賞で

ある文部科学大臣賞に輝きました。県勢の特賞受賞は１３年ぶりのよう 

です。●●くんは規定の３つの題目のうち持続可能な開発目標（SDGｓ） 

をどう達成するかを選び、「勿体ない精神を継ぐ」との副題で執筆しまし 

た。現在、●●くんは生徒会長を務め、生徒会活動の中でＳＤＧsの取り 

組みを行っています。こうした活動を例にあげながら文章に記しました。 

今回のコンクールは外務省と日本国際連合協会の主催で行われ、全国から 

３３８１点、県内からは１７４点の応募があったようです。なお、●● 

くんは来春の国連について学ぶ研修にも参加が決まっています。本当にすばらしい快挙です。おめで

とうございます。 

※ ●●くんは昨年度、「税に関する作文」で、国税庁長官賞も受賞しています。 

今日からの「三者教育相談」お世話になります。 
 １０月２７日（木）・２８日（金）・３１日（月）、１１月１日（火）・２日（水）・４日（金）・７日（月）

の７日間で行われ、すでに各ご家庭の実施日につきましては、各担任より連絡があったことと思いま

す。１家庭約１５～２０分間と短い時間での話し合いとなります。保護者の皆様におかれましては、事

前に相談したい内容等をまとめていただきご参加いただけると、なお充実した話し合いができるかと

思います。また、お子さんが同席することでどうしてもお話ができない内容等につきましては、また別

の日にでも担任との話し合い（面談や電話等）を行ってください。 

特に、３年生はお子さまの進路に関係することが中心になると思いま 

す。まずはお子さまとご家庭でしっかりと話し合いの機会を持って臨ん 

でください。また、入試に関しては近年、私立高校の受験が複雑化して 

います。（併願・専願等の入試方法・各ご家庭からの WEB 出願・受験料 

や合格後の入金など）まずは、お子さまの受験高校の試験日や出願期間 

等をしっかりと押さえておく必要があります。「受験したかったけどもう 

終わっていた。」は絶対にあってはならないことです。受験はお子さまだ 

けに任せておくのではなく、家族全員で考え、方向性を示してあげるべき内容であると思います。何か

ご不明な点などありましたら、まずは学校（担任）にご相談ください。また、全てにおいて学校（担任）

をとおしての受験となりますので、ご理解のうえご協力いただけますよう、よろしくお願いいたしま

す。 

～本校ホームページのアクセス数が１３６万１千件を突破！いつもご覧いただきありがとうございます。～ 


